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投

票
　
き
享
．

衆
議

国
民
審
査
の
．
一

白
い
用
紙
に
黒
の
イ
ン
ク
で
印
刷
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
審
査
の
方
は
、

自
の
投
票
用
紙
に
赤
色
イ
ン
ク
の
文

字
印
刷
、
卜
人
の
裁
判
官
の
氏
名
が

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
の
う
ち
、
や
め
さ
せ
た
い
裁
判

官
の
み
×
印
を
記
入
し
、
そ
の
ま
ま

裁
判
官
と
し
て
適
正
で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
は
何
も
記
入
し
な
い
で
、

空
白
の
ま
ま
投
票
す
れ
ば
よ
い
の
で
、

す
。
問
違
っ
て
○
印
を
つ
け
る
と
無

効
に
な
り
ま
す
の
で
、
　
、

て
く
だ
さ
い
。

入
　
場
　
券

　
　
　
　
、
す
で
に
区
長

さ
ん
を
つ
う
じ
て
配
布
す
み
て
す
か
、

ま
だ
お
手
も
と
に
届
か
な
い
場
合
は

2

だ
さ
い
．

選
　
挙
　
権

不
在
者
投
票

　　衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官

　国民審査がり2月5日に行われます。

　　投票日の午前7時、午後り時に打ち上

　げ花火で合図しますから、有権者の皆さ

　んは候補者の政見などをよく見、よく聞

　き、よく考えて、みんなそろって投票い

　たしましよう。

　　候補者の氏名、経歴、政見などを知っ

　てもらうために、市内229ヵ所にボス

　9一が掲示され、選挙公報が／2月3日

　まで各家庭に配布されます。

　　またテレビやラジオで政見放送が行わ

　れます。

　　選挙についての問い合わせは臼石而選

　挙管理委員会（電話5～2／／／番）へ

てへ　とか二民四選　不い故業
宵印市にら月審日挙投在理や務投
誓鑑役な午四査まは票者由病’票
をを所つ後日はで十で投で気や日
す持内て五ま十’一き票投’むの
れ参のい時で一最月るが票そを十
ばし市ままの月高十ので所の得二
不て選すで午．二裁五はきへほな月
在’挙。の前十判日　’ま行かい五
者理管　問八五所か衆すけや用日
投由理　で時日裁ら議Dなむ務に
票を委　き〕か判十院　いを又職
奪爆豊雰福讃簸壁

㌍
峨
陀
峨
員
の
選
挙
権
は
日
乍
国

民
て
満
．
一
十
歳
以
L
の
方
か
有
し
ま

す
。

選
挙
権
を
行
使
す
る
に
は
、
市
の

　
　
　
に
登
録
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

そ
の
登
録
は
毎
年
尾
月
の
定
時
登

｛

今
回
は
ト
一
月
卜
四
日
で
自
石
市

に
三
ヵ
月
以
上
住
所
を
有
し
、
満
．
一

十
歳
以
上
の
方
六
十
七
人
が
選
挙
時

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

総
有
権
者
は
二
九
、
；
モ
入
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

棄
権
防
止
に
ご
協
力
を

〆
く
」

こ
の
程
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
の
投

票
率
は
七
八
・
六
六
セ
㌧
投
票
者
の

数
は
二
五
、
．
一
四
〇
名
で
し
た
。

今
回
行
わ
れ
る
衆
議
院
議
貝
選
挙

に
は
、
前
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の

投
票
率
七
托
・
九
．
r
ト
を
う
わ
ま
わ

る
よ
う
隣
近
所
の
人
を
お
誘
い
あ
っ

て
投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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市
民
の
た
め
の
市
政
ス
タ
ー
ト
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こ
の
度
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大

な
る
ご
信
任
キ
」
い
た
だ
き
、
白
石
市

長
と
し
て
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

私
に
よ
せ
ら
れ
た
あ
た
た
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
f
、
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
後
尚
］
層
の
御
指
導
御
鞭
燵
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
は
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に

こ
た
え
る
べ
く
、
市
勢
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
全
力
を
傾
注
い
た

す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
市
政
を
担
当
す
る
の
は
初
め

て
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
総
参
加
の

市
政
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
つ
く
り

あ
げ
る
よ
う
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。

“
ガ
ラ
ス
張
リ
の
明
る
い
市
民
の
た

め
の
市
政
”
　
”
市
民
と
の
対
話
に
よ

る
市
政
々
を
実
行
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
市
民
の
皆
様
の
声
を
よ
く
聴

き
市
民
と
市
政
が
㎝
依
と
な
っ
て
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
諸
施

策
の
推
進
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

故
麻
生
市
長
の
構
想
を
進
展
さ
せ

る
た
め
に
、
新
幹
線
新
白
石
駅
前
の
　
’

区
画
整
理
と
新
幹
線
建
設
に
伴
う
諸
　
熈

問
題
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
建
設
の
促
進
に

よ
る
上
下
水
道
の
完
備
と
総
合
運
動

場
、
中
央
公
民
館
建
設
等
山
積
し
た

市
政
に
早
速
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。白

石
の
あ
す
を
担
う
青
少
年
が
快

適
な
教
育
環
境
の
な
か
で
心
身
と
も

に
豊
か
で
効
果
的
な
教
育
が
行
わ
れ

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
地
場
産
業
で
あ
る
農
業

商
業
、
工
業
の
育
成
振
興
を
は
か
っ

て
い
き
ま
す
。

特
に
農
業
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は

私
の
長
い
問
の
経
験
を
い
か
し
て
す

す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
業
に
つ
い
て
は
楽
し
く
お
買
物
　
燗

に
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
F
，
．

白
石
市
発
展
の
た
め
市
民
の
皆
様

と
手
を
取
り
あ
っ
て
対
話
に
よ
る
市

政
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
御
　
劃

協
力
と
御
鞭
燵
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
．
白
石
市
長
鈴
木
孝
一
郎
縛

の
出
来
る
白
石
商
店
街
の
育
成
促
進
　
置
、

、糟

劇
㎝

演
泓

　
会
1
2

・
生
）

　
，

　　　　　白石学生会演劇
　開演12月18目（18：00）　12月19日
　“牛女房，，・一・…原千代海作
　〈物語＞おかかは、六兵衛をだまし、著者と浮気をしようとす
　　　るか、六兵衛はなかなかだまされなく、若者はいろん
　　　な変装をして六兵衛を病気と思わせおかかを牛だと言

・遍盤壷』繍蕊礎＿＿謡

“
火
災
は
人
災
　
防
ぐ
は
あ
な
た
”

　
★
で
か
け
る
前
、
や
す
む
前
に
は

　
　
　
火
の
元
を
点
検
し
よ
う
　
　
〈
白
石
消
防
署
〉
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響
驚
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、

伶
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冒
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，
慈

▲白石和紙を御見学

　
白
石
の
伝
統
こ
け
し
の
初
び

き
と
白
石
和
紙
の
初
漉
（
す
）
き

に
よ
っ
て
、
五
十
一
年
の
白
石

は
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
市
政
の
飛
躍
が
望
ま
れ
て
お

る
中
に
お
い
て
、
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
待
望
の
白
石
市
下

水
道
が
認
可
に
な
り
、
一
部
着

工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
白
石
し
尿
処
理
場
の
建
設
工

事
も
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
東
北
新
幹
線
工
事
は
、
地
表

部
の
高
架
橋
工
事
が
始
ま
り
、

私
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

　
　
　
一
　
　
月

　
任

　
（
男
三
二
四
名
、
女
四
9
四
名
）

　
「
ト

　
　
市
納
税
感
謝
祭

　
　
白
石
市
下
水
道
事
業
認
可

　
　
二
　
　
月

　
　
蔵
王
山
麓
地
区
民
、
分
校
生
徒

　
ス
キ
ー
大
会

　
　
婦
へ
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成

　
　
白
石
し
尿
処
理
場
建
設
工
事
着

　
工　

　
三
　
　
月

▽
　
新
春
弥
治
郎
こ
け
し
初
び
き

▽
　
市
収
入
役
に
斎
藤
皆
五
郎
氏
就

▽
　
消
防
出
初
式

▽
　
白
石
し
尿
処
理
場
く
い
打
ち

▽
　
成
人
式

▽
　
白
石
少
年
少
女
合
唱
団
コ
ン
サ

▽▽▽▽▽

▲蔵王トンネル貫通

　
　
七
　
　
月

　
　
第
二
小
プ
ー
ル
（
鋼
鉄
製
）
開
き

　
　
白
石
市
総
合
体
育
大
会

　
　
市
防
犯
協
会
連
合
会
設
立
総
会

　
　
第
二
児
童
館
五
周
年
記
念

　
　
朝
市
誕
生

　
　
白
石
農
業
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
八
　
　
月

　
　
白
石
夏
ま
つ
り

　
　
白
石
み
ど
り
の
少
年
団
結
成

　
　
白
石
市
健
康
ま
つ
り

　
大
会

　
『
ト

　
王
）
白
石
開
会
式

　
ん
総
理
大
臣
よ
り
銀
盃
授
与

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽
　
白
石
市
青
少
年
非
行
防
止
推
進

▽
　
夜
間
救
急
体
制
白
石
方
式
ス
タ

▽
　
東
北
総
合
体
育
大
会
山
岳
（
蔵

▽
　
大
平
・
福
岡
地
区
敬
老
会

▽
　
白
石
市
最
高
齢
者
佐
藤
よ
し
さ

醸
、
遡

　
　
　
　
．
桝

磯雇籔

〉
新
幹
線
あ
か
り
工
事

く
大
平
地
区
敬
老
会

　
　
　
　
　
　
　
、
獅
嬢
－

　
　
　
豪
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、
皿
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鷲
、

聡
、
夢
も

　
一
、

隔

4
．
’
賓
譲
．

　　　　　馬、

　　奏　覧

芦苓

る
一
方
、
難
工
事
中
の
難
工
事

と
言
わ
れ
た
東
北
新
幹
線
最
長

の
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
（
十
一
・
二
一

キ
。
）
が
貫
通
し
ま
し
た
。

　
明
治
初
期
片
倉
家
の
家
臣
が

北
海
道
に
渡
っ
て
開
拓
し
、
開

発
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
札
幌
市

白
石
区
と
の
ふ
る
さ
と
提
携
の

た
め
の
準
備
会
札
幌
白
石
親
交

会
が
発
足
し
た
。

　
三
十
年
も
の
長
い
問
、
白
石

の
首
長
の
座
に
あ
っ
て
、
東
北

本
線
複
線
電
化
の
実
現
、
東
北

自
動
車
道
、
東
北
新
幹
線
の
誘

致
に
成
功
、
住
み
よ
い
都
市
づ

く
り
に
努
め
た
麻
生
市
長
の
急

死
は
市
と
し
て
大
き
な
痛
手
で

あ
り
ま
し
た
が
、
故
麻
生
市
長

の
跡
を
引
き
継
い
で
鈴
木
市
長

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
た
だ
し
か
っ
た
市
政
一

年
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

粛
、軽

葬▲市

　
記
念
式

　
大
会

　
　
暴
力
追
放
都
市
宕
．
言

　
　
市
民
文
化
を
話
し
あ
う
会

　
　
小
原
上
戸
沢
分
校
閉
校
式

　
　
四
　
　
月

　
　
春
の
消
防
演
習

　
　
札
幌
白
石
親
交
会
設
立
総
会

　
　
紙
す
き
唄
発
表
会

　
　
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
開
き

　
　
五
　
　
月

　
　
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　
　
東
北
新
幹
線
白
石
川
橋
梁
上
部

　
構
造
工
事
修
祓
式

　
　
「
白
石
城
杜
」
の
碑
除
幕

　
　
白
石
土
地
改
良
区
選
挙

　
　
六
　
　
月

　
　
叙
勲
祝
賀
会

　
勲
五
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　
　
跡
辺
定
右
工
門
氏

　
勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
　
大
野
　
彦
七
郎
氏

　
勲
六
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　
　
村
上
　
八
十
四
氏

　
　
新
幹
線
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
開
通
式

　
　
市
史
別
巻
考
古
資
料
篇
完
成

　
　
白
川
地
区
敬
老
会

　
　
白
石
防
犯
協
会
設
立
総
会

▽
　
新
幹
線
「
あ
か
り
」
起
工
式

▽
　
白
石
商
工
会
議
所
．
一
十
五
周
年

▽
　
白
川
小
学
校
屋
体
完
成

▽
　
白
川
公
民
館
完
成

▽
　
南
蔵
王
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
！
競
技

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

　
石
市
で
開
催

　
阿
部
末
吉
氏
就
任

　
　
十
　
　
月

　
道
氏

　
会
開
催

　
課
長
半
沢
進
氏
就
任

　
　
十
　
一
月

▽
　
新
市
長
鈴
木
孝
一
郎
氏
就
任

▽
　
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
県
大
会
白

▽
　
小
原
・
深
谷
地
区
敬
老
会

▽
　
白
石
市
長
職
務
代
理
者
に
助
役

▽
　
白
石
市
長
麻
生
寛
道
氏
死
去

▽
　
地
区
労
二
十
周
年
記
念
大
会

▽
　
市
葬
、
故
白
石
市
長
　
麻
生
寛

▽
　
第
四
十
八
回
白
石
市
民
体
育
大

▽
　
白
石
市
長
職
務
代
理
者
に
総
務

▽
　
白
石
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

▽
　
第
七
回
市
民
文
化
祭

ぐ
下
水
道
工
事
着
工

鐙
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謡

響

趨
曳

嶋
　
ひ
　
　
　
　
ヤ

　
　
あ
ン董

．
、
邊
霧

　
　
　
π
響
隆

咳網

♪
為

毒、
議
，

㌦，
　　“蟄

認｝

禽．

バ
｝

　
　
　
，
遷
F
翻
、

　
　
　
　
ド
ヒ
ゑ
ミ

》
福
岡
地
区
敬
老
会

蕪
。
ー

畿宰

ど
　
「
，
磐
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感
給
法
遺
族
援
護
法
が
改
正

該
当
者
ぱ
す
く
手
続
き
を

　
恩
給
法
、
遺
族
援
護
法
等
が
改
正

に
な
り
、
恩
給
、
障
害
年
金
、
遺
族

年
金
及
び
こ
れ
に
伴
う
扶
養
加
算
等

が
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
改
善
事
項
に
つ
い
て
該
当
さ

れ
る
方
は
、
請
求
が
必
要
な
の
で
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

恩
給
関
係

▼
　
普
通
扶
助
料
を
受
け
て
い
る
妻

　
が
、
十
八
歳
未
満
の
子
供
や
廃
疾

　
の
子
供
を
］
人
扶
養
し
て
い
る
と

　
き
は
、
三
万
六
千
円
、
二
人
以
上

　
の
と
き
は
六
万
円
が
加
算
さ
れ
ま

　
す
。

▼
　
傷
病
年
金
受
給
者
が
、
昭
和
二

　
十
九
年
四
月
以
降
死
亡
し
、
遺
族

　
に
扶
助
料
な
ど
が
支
給
さ
れ
な
い

　
と
き
は
、
十
万
円
の
傷
病
者
遺
族

　
特
別
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
前

　
に
公
務
傷
病
に
な
っ
た
傷
疾
軍
人

　
の
う
ち
、
各
種
支
給
制
限
に
よ
り

　
傷
病
年
金
が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た

　
方
に
も
、
同
日
以
後
公
務
傷
病
に

　
な
っ
た
方
と
同
様
に
傷
病
年
金
が

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
　
女
子
公
務
員
の
夫
に
は
六
十
歳

　
以
上
で
あ
れ
ば
廃
疾
な
ど
の
条
件

　
が
な
く
と
も
扶
助
料
が
支
給
さ
れ

　
ま
す
。

援
護
法
関
係

　
九
年
四
月
以
降
、
そ
の
傷
病
以
外

　
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
十

　
万
円
の
障
害
者
遺
族
特
例
年
金
が

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
上
で
あ
れ
ば
疾
病
等
の
条
件
が
な

　
く
と
も
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
死
亡
し
た
場
合
、
遺
族
一

▼
　
障
害
年
金
受
給
者
が
昭
和
二
十

▼
　
女
子
公
務
員
の
夫
は
六
十
歳
以

▼
　
公
務
傷
病
に
併
発
し
た
傷
病
に

口
年年

　
時
金
の
支
給
要
件
で
あ
る
退
職
後

　
の
経
過
期
間
が
六
年
（
結
核
は
十

　
．
一
年
）
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

▼
　
遺
族
年
金
の
支
給
要
件
で
あ
る

　
再
婚
解
消
等
の
期
限
が
昭
和
、
一
十

　
八
年
七
月
三
卜
一
日
ま
で
に
延
．
長

　
さ
れ
ま
す
。

▼
　
戦
傷
妻
特
別
給
付
金
の
受
給
権

　
を
取
得
し
た
者
で
夫
の
死
亡
に
よ

　
り
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
現
在

　
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受

　
け
る
権
利
を
取
得
し
た
方
に
は
、

　
六
十
万
円
の
戦
没
妻
特
別
給
付
金

　
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
　
戦
傷
妻
特
別
給
付
金
の
受
給
権

　
を
取
得
し
て
か
ら
十
年
を
経
過
し

　
た
方
に
対
し
、
項
症
者
三
十
万
円

轡
市
関
係
の
窓
口
業
務

　
市
役
所
の
年
末
年
始
一
般
事
務
は

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三

日
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
一
部
の
事
務
は
次
の
日
程

に
よ
り
事
務
の
取
扱
い
を
い
た
し
ま

す
か
、
で
き
る
だ
け
二
十
八
日
ま
で

に
用
事
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
口
市
民
課
の
窓
ロ
一

　
出
生
届
、
死
亡
届
、
印
鑑
証
明
等

の
事
務
取
扱
い
は

菰
思
徽
讐
ら

　
三
十
一
日
　
午
前
中
、

12月29日
　　～

1月3日

口
七
十
七
銀
行
市
役
所
出
張
所
口

扱
い
は謡

畏
璽
騨
勧
ら

　
三
十
一
日
　
午
前
中

　
H
水
道
事
業
所
口

　
年
末
年
始
の
休
み
期
間
中
、

を
配
置
し
て
、

　
税
金
、
手
数
料
等
の
収
納
事
務
取

　
款
症
者
十
五
万
円
の
給
付
金
が
継

　
続
し
て
支
給
さ
れ
、
昭
和
三
十
八

　
年
四
月
二
日
以
後
戦
傷
病
者
の
妻

　
と
な
っ
た
方
に
も
夫
が
昭
和
四
十

　
八
年
四
月
一
日
に
傷
病
恩
給
等
が

　
支
給
さ
れ
て
い
れ
ば
十
万
円
又
は

　
五
．
乃
円
の
給
付
金
か
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

　
　
な
お
満
洲
事
変
中
に
公
務
傷
病

　
に
か
か
り
、
昭
和
四
十
八
年
四
月

　
一
日
に
傷
病
恩
給
等
が
支
給
さ
れ

　
て
い
れ
ば
、
そ
の
妻
に
三
十
．
々
円

　
又
は
十
五
万
円
の
給
付
金
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。
戦
傷
妻
関
係
の
請
求

　
手
続
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、
市
福

　
祉
事
務
所
、
そ
の
他
は
市
民
課
に

　
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
翌
年
一
月

四
日
ま
で
休
館
い
た
し
ま
す
。

　
囲
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
猛

　
十
二
月
．
一
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月

、
二
日
ま
で
休
み
ま
す
。

　
針
衛
生
　
セ
ン
タ
ー
目

　
ご
み
、
し
尿
収
集
と
も
、
十
二
月

．
二
十
一
日
か
ら
一
月
．
』
日
ま
で
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

青
少
年
ホ
ー
ム
に
チ
ヤ
ィ
ム

　
白
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
一
フ
ブ
（
馬
周

年
記
念
事
業
と
し
て
）
よ
り
、
青
少

年
の
非
行
化
防
止
の
た
め
チ
ヤ
ィ
ム

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
冬
季

曲
目
「
家
　
路
」
午
後
六
時
に
セ
ッ
ト

　
夏
季

曲
目
「
タ
や
け
」
午
後
七
時
に
セ
ッ
ト

電話ケーブル付近での発砲に御注意
きけんなあそびはやめましょう！

なお万一ケーブル

に損傷を与えたと

きは直ちに最寄り

の電話局へ御連絡

ください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
直

　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
水
道
業
務
に
あ
た

り
ま
す
。

　
水
道
の
故
障
は
、
早
や
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
”
市
立
図
書
館
闘

町から町へ山の中を通って重要な電
話ケーブルかかけめくっています。

毎年猟期になりますと猟銃の散弾による
ケーブルの故障が続発してい圭す、二の
ため市町村からの電報電話の連絡ができ
なくなるなど大変迷惑をかけることにな
ります，

＊猟を楽しむ皆さん、是非とも電話ケー
　ブル付近での発砲は御還慮下さい。

　　　　　　　白石電報電話局東北電力白石営業所
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　　’』福祉事業資金へ

　　　麻生さん300万円寄附，，

　白石市寺囲9、麻生直哉さんから、白石

市社会福祉協議会活動資金として、市に300

万円の寄附がなされました。

　直哉さんの父、故麻生寛道市長は、30年

もの長い間白石市の発展のため、活躍され、

特に福祉と教育に力を入れ、偏祉では、住

宅建設、し体不自由児施設、老人福祉セン

ター、郵便年金加入者ホーム、勤労青少年

ホーム、働く婦人の家などの誘致、建設を

し福祉の充実に努めました。

一一一一一一霧み詣題r一一一一…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　献穀15回

　　　　　　　　轟▽，礪　　 ，，岡山根、．谷康（鷲＝管晶歳、

　　　　岬　　　　　　　　　　　　　i　　　　租、無　　　　　　　華
　　　、奪一　　　　　　　　　　　＿、　　匹　　　　　　ロ』あわの手入れ雨の日にやると
　　　　鞠’　『懇　　　　　　　　　・・　　　孟噸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猫じゃらになる，，
　　翻　　ド　ト　　　難、　と言い、『んなに忙かしとも天気娘い日
　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　・　　　　　を見計らって手入紅をするのです。苦労の
　　　　　　　　漁町一　1　・　、』　　　　　　　　　　　多いあわ作りですが、丹精こめたあわを持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参して天皇陛下に献上すると苦労が喜びに

溺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわると語りなから、もう来年のあわ作り
！　　　　・　　　　，吻　　　　　　　　　　　　　　　　　の準備に入るご夫奏です。
転　　　’，　灘　、鱈響羅羅　　釜、、蹴．

明
治
の
史
跡
め
ぐ
り
　
⑨
　
鉄
道
開
通
の
こ
ろ

白
石
駅
前
大
通
り
景
嚢
奮
飯

　
表
紙
写
真
は
現
在
の
白
石
駅
前
の

大
通
り
で
、
毎
日
約
］
万
人
以
上
の

乗
降
客
の
あ
る
仙
南
第
一
の
白
石
駅

前
の
大
通
り
で
、
白
石
市
や
蔵
王
山

の
大
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
。

　
明
治
二
十
年
ま
で
、
こ
の
大
通
り

の
東
半
分
は
田
畑
で
あ
り
、
西
半
分

は
専
念
寺
の
境
内
や
民
家
で
、
道
路

は
無
く
中
町
側
か
ら
寺
ま
で
の
幅
八

尺
（
二
・
四
米
）
ほ
ど
の
通
路
が
あ
る

だ
け
で
あ
り
、
柳
町
や
清
水
小
路
の

東
側
に
は
民
家
も
有
っ
た
が
、
中
町

や
本
町
の
裏
手
に
あ
た
り
、
淋
し
い

処
だ
っ
た
。

　
明
治
十
五
年
、
日
本
鉄
道
会
社
〔
百

株
以
上
の
白
石
の
株
主
は
渡
辺
佐
吉
・

渡
辺
儀
造
）
の
奥
州
線
（
現
在
の
東

北
本
線
）
が
上
野
駅
か
ら
着
工
さ
れ

る
と
、
青
森
駅
迄
の
通
過
地
と
な
る

白
石
と
角
田
地
方
で
は
期
せ
す
し
て

反
対
運
動
を
開
始
し
た
。
汽
車
の
煙

で
稲
が
枯
れ
る
、
火
の
粉
で
火
事
に

な
る
、
灰
で
桑
が
枯
れ
る
、
地
割
し

て
水
が
無
く
な
る
、
他
国
者
の
悪
入

が
汽
車
に
乗
っ
て
来
る
、
旧
宿
場
町

が
さ
び
れ
る
な
ど
の
理
由
だ
っ
た
。

　
角
田
地
方
の
猛
反
対
と
、
第
｝
銀

行
頭
取
渋
沢
栄
一
が
当
局
の
意
を
受

け
て
仙
南
第
『
の
富
豪
白
石
長
町
の

米
竹
清
右
エ
門
に
鉄
道
の
有
利
性
で

沼
　
寅
治

説
き
伏
せ
る
な
ど
の
一
幕
も
あ
り
、

遂
に
白
石
通
過
と
決
定
し
た
。
駅
の

位
置
に
つ
い
て
も
曲
折
か
あ
っ
た
が
、

鉄
道
建
設
に
積
極
的
だ
っ
た
上
西
国

八
が
自
分
の
新
柳
町
の
持
家
を
建
設

路
線
事
務
所
に
提
供
し
、
米
竹
の
地

所
の
多
い
現
在
地
に
決
定
し
た
の
は

十
九
年
七
月
だ
っ
た
。
鉄
道
工
事
と

駅
前
道
路
の
建
設
も
進
渉
し
て
二
十

年
八
月
に
は
専
念
寺
の
墓
地
整
理
も

完
了
し
、
九
月
に
駅
舎
落
鹿
、
十
二

月
十
五
日
に
上
野
塩
釜
間
の
試
運
転

を
開
始
、
二
十
五
日
か
ら
営
業
を
始

め
た
。
当
時
の
白
石
町
の
人
口
は
六

千
八
百
余
人
だ
っ
た
。

　
当
時
運
行
の
列
車
は
一
日
八
往
復
、

そ
の
中
、
上
野
ま
で
の
直
通
は
［
往

復
だ
け
、
運
賃
は
下
等
で
上
野
ま
で

一
円
八
十
七
銭
だ
っ
た
。
駅
前
に
は

旅
館
や
運
送
店
が
立
ち
並
び
、
人
力

車
や
馬
車
が
山
形
・
米
沢
や
温
泉
に

往
来
す
る
な
ど
発
着
点
と
し
て
活
気

づ
き
、
特
に
明
治
三
十
二
年
白
石
大

火
後
は
、
三
十
三
年
に
村
田
屋
向
い

の
憲
兵
隊
跡
地
に
白
石
町
役
場
が
、

明
治
四
十
四
年
、
現
在
地
に
白
石
駅

前
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
町

の
中
枢
機
能
が
こ
の
街
路
に
移
転
し

そ
の
後
着
実
に
発
展
し
、
現
在
の
盛

況
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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N　H　K歳末たすけあいに

　　ご協力ください

　今年もN　H　K歳末たすけあい募

金が行われます。昨年同様、みな

さまのあたたかいご協力をおねが
いします。

　期　間　12月1日～25日

　窓口郵便局、農協、銀行、
　　　　信用金庫、N　H　K
　寄せられた募金は、身寄1）のな

いお年寄りや身体の不自由な人達、

交通、海難遺児、それに今年は冷

害で被害を受けた方々にも贈られ

ることになっています。

　なおNHKでは、募金された方
のお名前をテレビで紹介させてい
ただきます。

狩猟解禁％～％
無事故・無違反で楽しい狩猟を

　狩猟シーズンとなり、11月15日

から翌年2月15日まで狩猟の解禁
となります。

　野に山にハンターの銃声が聞か

れる時期となりましたが、毎年猟

銃による人身事故や、流れ弾が住

宅に飛びこむという事故が絶えま

せん。ハンターの皆さん次の事を
守1）ましょう。

レ　狩猟する前に、狩猟期間、時

　間、場所、獲物および携帯する

　ものを確認する。

〉　銃の携帯運搬は、狩猟直前ま

　で容器やおおいをかぶせ弾丸は

　装てんしない。

》　狩猟や実包は厳重に保管する。

1〉　狩猟から帰る途中飲酒しない。

1〉　シーズン中は銃の出し入れが
　多くなるので、ルーズにならな
　いように保管施錠をする。

　　　　　　（自石警察署）

小包郵便は15H、
年賀はがきは20Hソまでに

　年末には、贈答用小包などの差

出しが多くなり、混雑しますので

12月15日までに出すようご協力く
ださい。

　年賀はがきは、1月1日に配達
されるために、12月20日までに差

し出してください。

　郵便番号をお忘れなく

　年賀はがきは、アルバイト学生

によって取1）扱われるため、区分

作業は郵便番号によって処理され

ます。郵便番号を正確に書いてく

ださい。

　戸毎に表札と受箱を

　郵便物を正確、迅速に配達する

ために表札の掲出、，受箱の設置が

必要です。いずれも白石郵便局で

あっせんしておりますので、ご利

用ください。

　簡易保険払込証明書

　年末調整に必要な、保険料払込

証明書は、地域団体で保険料をか

けている方は、納入している代表

者にお届けしてありますから、代

表者の方からお受取りください。

　尚来年確定申告する自営業の方

も同様です。　　（白石郵便局）
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茶道4・18華道5・19
料　理　困8・22　料理　（土）11・25

習字：5・19着物着付11・25
本を読む会7・21

老人福祉センター

書道・囲碁7・21　盆栽・生花1・15

民謡3・24詩吟・謡曲3・171
茶　　道9・23
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…当毒婁：所紹介

勤労青少年ホーム

日本舞踊菊村流　　　6・13・20・27

茶道裏千家流　　7・14・21・28
料　理7・14・21・28
華道池坊　2・9・16・23
華道小原流　 3・10・17・24
剣　　　　道　　3・10・17・24
和　　　　裁　　4・11・18・25
フォータダトンス　　　7・14・21・28

社交ダンス　2・9・16・23
スイトピー　 2・9・16・23

民繭3・10・17・24ギター4・11・18・25
ピンポン　2・7・9・14
　　　　　　　16。21・23・28

今月の相談日

日本人の食生活の一端を担い
食べる身になって作るサッポロー番

　太平食品工業株式会社東北工場
　　白石市郡山字東中堀20T　E　L5－5111

工場設立　昭和48年4月、サンヨー食贔㈱東北工場として設立

　　　昭和51年4月太㌧F食品工業㈱東北工場に改称。

資本金
工場長
従業貝数

主要製品

2000万円

沢井信男
男ゴ・32名、女ゴー120名、計152名

且r席ラー、ズンサー／ボ・一番（サ・’ポ・一番・み

そラーメン・きつねうどん・たぬきうどん・カ・

ブスター等のサ・・ノポロー番シリー刻

即席ラーメンでは市場占有率日本 ・を誇るサンヨー食品の即

席ラーメン、サ・’ポロ・番シリーズの製造部門を担当し、即

席ラーメンか現在の日本では準主食としての地位を占めてい

ることの責任を全従業員か胆に命し「食べる身になって作る」

「一味違うおいしさ」をモソトーに生産に励んでおります，、

相　談　区　分

行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁護相談
補聴器巡回サービス

補聴器巡回サービス
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目

1

2

6

7

7
8
9
9

13

14

15

16

21

22

23

24

27

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　教　室

3カ月児検診

健　康　相　談

室教婦妊

健　康　相　談

妊　婦　教　室

ッベルクリン注射

12カ月児検診

3カ月児検診
ツベルクリン1則定・BCG

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

3歳6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

診検児月力6

妊　婦　検　診

健　康　相　談

妊　婦　教　窒

受付時間

9：30～11：30

13：00～14：00

131〔）0～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

10：00～11：00

13：00～13：10

13：00～13：10

lO：00～1LOO

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～15：00

13：00～13：10

12：30～13：00

9：30～ll：30

13：00～14：00

13：00～13：10

13：00～13：30

9：30～11：30

13：00～14：00

実施場所

大鷹沢公民館

白石保健所

白石市役所

越河出張所

市　民　会　館

市　民　会　館

白石保健所
市　民　会　館

大平公民館

白川公民館

／」・原　フ亡　言参療　戸斤

市　民　会　館

白石保健所

福　岡　分　室

市　民　会　館

白石保健所

斎川公民館

対 象 者

大鷹沢地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

白石地区の方

越河地区の方

生後3カ月以上4歳未満児

昭和50年11月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

生後3カ月以上4歳未満児

大平地区の方

白川地区の方

小原地区の方

6月出生者で越河、
小原地区の方

斎川、大平、大鷹沢、白川、福岡

昭和48年6月出生の方

福岡地区の方

6月出生者で白石地区の方

届出妊婦

斎川地区の方

』葦

鋪

インフルエンザ予防接種をうけましょう

　インフルエンザは人から人へうつる伝染病て、特に乳幼児、
老へ、病勃の人などか、肺炎などをひきおこす危険か「もりま
す。インフルエンザは現在のところワクチン以外に・3㌦防のノ∫

法はありません。ぜひこの機会に受けられるようおすすナ・い
たします。

　〉　目　程

白　石

地区名

福　岡

越　河

斎川
大　平

1回目

7
7

8
8
8

2回目
17

17

15

15

15

場　所

山
昌
』
匹
』
笑

会
会
“

民
民
河

市
市
越
斎川公民館

大’ド公民館

時　　間

13：30～14：3り

王3；3り～14：31）

13　：3り　～　13150

14：01 1～14　10
14；20－14　 40

献血にご協力ください
“
い
ず み号，，による献血を下記により実施します、越河、斎

　大平、き1、1岡の方のご協力をお願いいたします。

〉　献血日程

実地日
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盾川公民館
大　　　民館

闘

10　　40－12　　00

9　　00～10　　30

13　　00－14　　30

14　　40～16．00

900－12；00
13　 00～14：30

14：40－16；00

楽　献血手帳をお持ち

の与は、ご持参くだ
さい∩

　可愛いいお予さん
にジフテリア、百日
咳、破傷風（三種混
合）の定期予防接種
をおこないます。

　この予防接種は予

ジフテリア・百日咳・破傷
風の予防接種実施

防接種法に毎ついて実施
するジフテリア、百日咳
〔二種混合）と破傷風の予

防接種を同時に行うもの
です。〉日時12月22日（13；30～14：30）レ場所市民会館〉料金
無料〉対象者49年4月1日から9月30日までの出生者。〉そ
の他①問診票は必ず当日ご持参下さい．②母チ手帳をこ持参
下さい。③身体に異常かある場合、接種前に医師の診断を受
けてきて下さい．④三種混合を希望しない場合、r廿衛生課に

ご連絡下さい ，

博
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日
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引地医Il完⑤2036
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加藤（大）医院⑥2653
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